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平成 27年度 次代のまちづくりプロジェクト活動報告書 

 

平成 27年度次代のまちづくりプロジェクトチーム（以下、まちプロ）は、メンバーを庁

内掲示板にて募集し、応募のあった以下の 11名に対して、任命式を行い発足しました。任

命式以降は毎月第 1、3 週の木曜日の業後 5 時 30 分より集まり定例会を行い、様々なプロ

ジェクトについて、議論を重ねてきました。 

 平成 27年度の活動概要については、以下のとおりです。 

                                          

○ メンバー 

所属課 氏名 備考 

建設課 西岡 純生 リーダー、H26より継続 

教育総務課 藤谷 和彦 H23-25経験者 

総務課 犬尾 祐亮 H22経験者 

建設課 岡野 秀紀 H25より継続 

税務課 柴森 亜美 H25経験者 

住民福祉課 井尾 明日香  

総務課 名迫 祐美 新入職員 

建設課 木村 明宏 新入職員 

住民福祉課 前田 依里 新入職員 

生涯学習課 大家 啓徳 新入職員 

地籍調査室 小西 雅也 新入職員 

 

・ 事務局 2人（井上係長、中﨑） 

 

                                          

○ 活動内容の紹介 

 
主な活動 

活動 

回数 

5月 任命式 

定例会、通信発行 2 

6月 定例会 2 

7月 定例会、通信発行 2 

8月 定例会、通信発行 

企画公室との協議 3 
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9月 定例会 2 

10月 定例会、通信発行 

中間報告会 3 

11月 定例会 

視察研修 3 

12月 定例会、通信発行 2 

1月 定例会、通信発行×2 2 

2月 定例会、通信発行 

通信発行 2 

3月 企画公室との協議 

最終報告会 

職員研修（視察研修の報告） 3 

合計 26 

 

・徳島県への視察研修 

 移住・定住者人口が増加している活気ある町に、地域活性化についての新しい発想と見

識を深めるため視察研修に行きました。 

①上勝町 

・葉っぱビジネス（彩事業）…葉っぱが町を変えた、上勝町の ビジネス舞台裏について 

インターンシップ事業…4 年間で 400 人以上の若者が訪れ、うち 30 名以上が定住・就

業している。人口の社会動態増に繋がっている仕組みについて 

・上勝町役場…行政から見たまちづくりについて 

②神山町 

・サテライトオフィス誘致、移住支援、神山アーティスト・イン・レジデンスなど、ま

ちづくりや創造的過疎について 

 

○ まとめ 

 今年度のまちプロは、ブレインストーミングより、当初は大きく 4グループに別れ調査・

研究を進めていましたが、検討を進める中で、メンバーから自主的にグループから独立し

たいと声が出るなどし、現在のグループ編成になりました。また、定例会をとおして、提

案書の書き方や人前での話し方など、職員一人一人のスキルアップにも繋がったと感じま

す。 
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○ 平成 27年度提案プロジェクト 

 プロジェクト名 ページ 

1 “住民イキイキ！”商店街再生プラン 4 

2 町石道登山ツアー 5 

3 かつらぎ百選をつくろう！  9 

4 まちづくりシンポジウムの開催 10 

5 小学生からのプログラミング教室 11 

6 お化け屋敷で地域活性化プラン 12 

7 健康ひとづくりプロジェクト 14 

8 情報発信の工夫（マンガの活用） 16 

9 みんなのマイカープラン 18 

10 習い事フェスタ 21 

11 おしゃれ農家 22 
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プロジェクト名：“住民イキイキ！”商店街再生プラン 

                       ～世代を越えてつながるまちづくり～ 

 

１．ねらい・目的 

 地方自治体にとって、もっとも火急を要する問題となるのが、大きく広がり過ぎてしまったまちをいかに小さく縮める

かということではないでしょうか。郊外に拡散してしまった人たちをもう一度集積させ、既に民間投資・公共投資と

もに済み、インフラ整備の終わっているまちの中心部に投資を行って活性化し、そこからあがってくる税収で地方分

権に耐えうるような自治体の財政をつくる──これが、商店街の活性化を行政が行う意義と目的であります。 

２．実施事項 

 中心市街地の活性化のため、様々なイベントを実施します。 

 

３．詳細内容 

○後継者マッチング事業 

 後継希望の方と事業主の方、双方に対してコーディネーターが希望を聞き取り、条件の合う方同士が直接交

渉することで、事業承継をスムーズに行う支援をします。 

○エコステーション事業 

・清掃活動とはちがった視点から環境問題に取り組む。 

 ・商店街からごみを減らし、かつ集客活動にもつながる。 

 ・回収機からラッキーチケットを発行することで、初めてのお客さんが来店するきっかけとなる。 

○習い事フェスタ事業 

 習い事を通じて、住民の繋がりを深め、町の活性化を目指すべく、町内の習い事をワンコインで体験できるイベ

ントを実施します。 

○まちなかシアター事業 

商店街に人々を集めるための一つのイベントとして企画しました。空き店舗や駐車場を有効活用して、多種多様

な人々のコミュニケ―ションの場になればと思います。 

 

○その他（多様なイベントで多様なニーズに応え、町に活気を取り戻します） 

・チャレンジショップ ・100円商店街 ・子ども商店街 

・まちゼミ ・ポスター展 ・フリーマーケット 

・街バル ・まちづくり勉強会 ・ワークショップ 
 

４．コスト・予算等 

5,（極力予算のかからない方法を模索します） 

５．デメリット 

特になし 

６．スケジュール 

 

提 案 書 
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プロジェクト名：天野宿泊施設の利用者増を目的とした 

町石道登山ツアー『お大師様に触れる旅』 

 

１．ねらい・目的 

平成２８年度開業予定の旧天野小学校宿泊施設の利用者増を目的として、天野での宿泊を取り入れ

た町石道登山ツアーのプランを作成しました。 

ツアーの狙いは町石道を核として、かつらぎ町・九度山町・高野町・高野山・民間事業者が連携して企

画旅行を売り出し、観光客を誘致するものです。 

かつらぎ町では丹生都比売神社や天野地域の美しい田園風景、九度山町では慈尊院や真田庵、高野

町では宿坊や職人の工房など、それぞれの自治体の魅力を生かした自然・歴史・文化に触れるこのでき

る旅行プランになっています。 

※連携先 かつらぎ町・九度山町・高野町・高野山・南海電鉄・旅行代理店等 

２．実施事項 

・お大師様に触れる旅（プチ悟り旅）の企画旅行を発売 

旅のコンセプトは「たった３日で人生観を少しだけ変えてみませんか？」 

・企画旅行の提案先→３つの選択肢が有ります。 

①橋本伊都広域観光協議会で共同提案し、旅行会社に企画旅行を働きかける。 

 ②かつらぎ町が主体となって、観光カリスマの刀根浩志氏に旅行会社を紹介してもらう 

 ③旅行会社を通さず、インターネット・スマートフォン等を利用して観光協会等が直接ツアー参加者を募

集する。（例→旅行アプリ・トリッピースでは、インターネットを通じて自らが旅の企画をし、参加者を

募る） 

 ※旅行会社を通すと、２０～３０人の大人数の参加が見込め、インターネットを利用すると５～１０人の少

人数グループへのアプローチが可能です。 

３．詳細内容 

・熊野古道やお遍路さんに比べて知名度で劣る町石道だが、歴史と自然の両方を体験でき、日帰り登山

も可能である。今回は２泊３日の旅行プランを提案する。 

・連携先 かつらぎ町（日帰り観光が主。観光の目玉が丹生都比売神社以外に無い） 

九度山町（大河ドラマが終わった後に課題） 

高野町（開創 1200年後の観光客減少） 

高野山（宿坊に宿泊する観光客減少。観光バスは高野山の後、白浜で宿泊） 

南海電鉄（鉄道利用人口の減少） 

旅行代理店（若者が旅に出ない） 

   ※それぞれに課題を抱えているが、一つの団体だけでは解決できないことが、連携を取る 

ことでプラスの力に変わる。 

提 案 書 
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旅の売り→世界遺産・登山・癒やし・悟り・パワースポット・精進料理・阿字観・手仕事体験 

 ターゲット→女性・中高年・富裕層・外国人（フランス等ヨーロッパ各国）・企業の福利厚生・四国お遍路

さん 

 

★歩き旅についての比較 

  熊野古道は、まず現地に行くのが大変で車を止めて歩いても帰りに戻る手段が無い。中辺路 

ルートの場合、田辺市から熊野本宮大社まで歩くと４～５日かかり、途中の宿も少ない。 

四国のお遍路さんは、歩き遍路で５０～６０日必要なので、時間に余裕のある退職者等 

でないと無理。 

これに対して、町石道は登山初心者でも一日で登ることが可能。 

但し、登山初心者が一日で登るのは大変なので、今回のプランでは天野での宿泊を勧める。 

帰りはケーブルカーと電車で帰れるのも利点。 

 

★お金を落としてもらえる仕組みづくり 

町石道登山 →語り部の会への謝金 

  天野宿泊施設→宿泊費・飲食費・土産品、地酒、地の野菜、果物の販売 

  高野山   →宿坊の宿泊費・飲食費・手仕事体験参加費・土産品販売 

 

★ツアーのモデルプラン 

【２泊３日の一般客向けモデルプラン】 

１日目 南海学文路駅集合  

午前：九度山の文化に触れる（真田庵、外国人には十勇士コスプレ） 

午後：慈尊院から町石道登山→天野到着 

       丹生都比売神社や天野地区の散策 

天野宿泊（旧天野小学校の宿泊施設） 

２日目 町石道で天野→高野山 宿坊で精進料理 

３日目 早朝：宿坊で朝のお勤め・阿字観体験（写経体験） 

午前：職人の手仕事体験。（竹皮包み作り・紙漉き体験・念珠づくり体験等） 

    午後：解散 南海電車で帰宅（ケーブルカー・電車） 

 

【２泊３日のセレブ向けモデルプラン】 

南海・JTBが無理なら地元企業とタイアップ 

日の丸観光・天の里とタイアップしたセレブ向け２泊３日１０万円プラン 

１日目 ターゲットは富裕層。 

午前：天の里に車で来てもらい、車を置き荷物を下ろす。日の丸のバスで 

九度山町へ移動し、九度山の文化に触れる（真田庵、十勇士コスプレ） 
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午後：慈尊院から町石道登山。初日は天の里で宿泊。 

２日目 町石道高野山へ登山。荷物を日の丸が高野山宿坊へ移動。高野山宿坊で精進料理。 

３日目 早朝：宿坊で朝のお勤め・阿字観体験（写経体験） 

午前：職人の手仕事体験。（竹皮包み作り・紙漉き体験・念珠づくり体験等） 

午後は、日の丸のバスで天の里へ移動し、車で帰宅。 

 

【下りプラン】 

  下りプランの利点。手仕事プロジェクトを高野町にて体験し、それを踏まえた旅のプランを考えることが

できる。また、高野山で空海が真言宗を始める。その後に、真田幸村が九度山を訪れるという、時代の

流れに沿ったツアーが組める。 

 ・南海電車を利用したプラン 

 １日目 大阪駅→南海電車→極楽橋→ケーブルカー→高野山 

     高野山に到着後、手仕事プロジェクトを体験するために、職人に弟子入りする。今回のプランで

は、桧でつくる「薄板」というものを体験の中に入れてみたい。薄板とは竹の皮を加工したお

にぎりを包むための包装紙である。自分で作った薄板におにぎりを包み 

     ２日目午後に九度山に向かう際に持参する。作って実際に使うことで「ほんまもん」体験ができ

る。 

 ２日目 朝から昼 薄板完成 

     昼食 宿坊で精進料理 

     午後 町石道の歴史を知ってから、町石道を天野に向け出発 

     夕方 天野着（地の食材を使った料理と地酒を楽しんでもらう） 

 ３日目 早朝 旬の野菜を収穫し、採れた食材を朝食に提供 

     朝  町石道で九度山へ向う。 

     昼食 薄板のおにぎり 

     午後 九度山（真田庵）到着 十勇士の衣装で町内の散策。 

     夕方 解散（南海で帰路につく） 

  

※各プラン共通の追加オプション（ほんまもん体験） 

・旧天野小学校を改修した施設に宿泊客、地元民が共に利用できるバーを作り、地元住民と観光客が

交流できる「場」を作る。そこでは、ビールの他、地元初桜酒造の般若湯を提供したり、酒の肴として

町内産品やジビエ加工品を提供。（バーの案は下記の長野県下諏訪町にあるマスヤゲストハウス

が事例としてある。） 

 外国人を誘致するには、宿泊施設に無料のWi-Fi環境を整えることが不可欠。ポケットWiFiのレンタ

ルでも可。 

・６月ごろであれば、天野での蛍狩りを楽しむことができる。 

・天野でうみたて玉子を自分で取り天野米と湯浅の醤油で至高の玉子かけご飯を食べる。 
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・自分で朝早く起きて、朝取りで野菜を収穫（トマト・キュウリ）しサラダを食べる。 

・高野山で手仕事体験→職人に弟子入りし、自分で工芸品や日用品を作る。竹皮でおむすびの包み

を作り、それにおむすびを入れて登山（下山）することも可能。 

４．コスト・予算等 

・特に無し 

 

 

５．デメリット 

・特に無し 

６．スケジュール 

・２７年度中に関係機関に提案を行い、２８年度から実施。 
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プロジェクト名：”オラが一番！”かつらぎ百選をつくろう！ 

～誇りと自信をもてるまちづくり～ 

 

１．ねらい・目的 

 かつらぎ町内の「物・事・歴史・産業・開発プロジェクト」など、様々なテーマで「日本一」「日本初」「日本

唯一」を取り上げます。「かつらギネスブック」は、かつらぎ町の底力を再認識し、かつらぎ町に住んでいる

ことを誇りに思い、明日を切り開く活力になってほしいという願いを込めています。 

 また、制作した「かつらギネスブック」は全戸に配布するとともに、ウェブへの掲載や広報の連載記事、

小学校での教科書副読本等へ展開し、子供から大人まで幅広い年代で愛郷心を育むことを目的としま

す。 

２．実施事項 

・かつらぎ町において「日本一」「日本初」「日本唯一」と思われるものを集め、冊子に編集し、全戸配布し

ます。 

３．詳細内容 

 誌面は、日本一を裏づけるデータ、日本一として取り上げるものの概要のほか、それにまつわる人々の

インタビューや豆知識となるコラム、グルメ等を盛り込み、かつらぎ町をより深く知ってもらえるような楽し

い誌面づくりを心がけます。 

 

 

４．コスト・予算等 

5,00印刷製本費等 

５．デメリット 

 

６．スケジュール 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提 案 書 
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プロジェクト名：まちづくりシンポジウムの開催   

１．ねらい・目的 

 合併 10 周年の節目の年を迎え、新生かつらぎ町がこれからどのようなまちづくりをしていくべきかを町

民全員で考えていく契機とすることを目的とします。 

２．実施事項 

・まちづくりに関するシンポジウムを開催し、町民のまちづくりに対する関心を高めます。 

・職員や地域のリーダー候補向けに地域コーディネーター養成講座を開催し、地域のまちづくりに関する

要請に応えられるよう能力向上に努めます。 

・まちづくりワークショップを開催し、地域住民が感じている将来像を具体化し、可能であれば事業化へ着

手します。 

３．詳細内容 

○シンポジウム 

 ・基調講演 

「自治」のあり方、「自主・自立・協働」の全国の実践事例及びその取り組みの基本的な精神な

ど、かつらぎ町のまちづくりの指針となるような基調講演を学識経験者に依頼します。 

 ・事例発表 

町内における事例発表を行い、そこで明らかになった課題やそれを乗り越えた体験などの説明

を地元の代表者に依頼します。 

 ・パネルディスカッション 

基調講演や事例発表の内容を踏まえ、学識経験者、町長、町議会議長、地元代表者等をパネ

リストとして意見交換していただきます。 

 ・質疑応答 

シンポジウム全体から広く参加者に質疑を募り、該当者から回答をいただきます。 

 

○地域コーディネーター養成講座 

 ・総務省や農林水産省の事業を活用し、地域のリーダーとなる人材を育成します。 

 

○まちづくりワークショップ 

 ・地域のリーダーを核に、地域住民が思い描く将来像の具体化に取り組みます。 

４．コスト・予算等 

     

５．デメリット 

 

６．スケジュール 

 

 

提 案 書 
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プロジェクト名：未来のザッカーバーグを育てる！ 

小学生からのプログラミング教室 

 

１．ねらい・目的 

 IT関連技術者の育成は政府の成長戦略にも位置づけられ、近い将来にも義務教育段階からプログラミ

ング教育が必修となることが予想されます。 

 このような状況の中、本町においても特色ある学びの場として IT教育を推進するため、小学生向けのプ

ログラミング教室を開講します。 

２．実施事項 

・小学生向けのプログラミング教室を開講します。 

３．詳細内容 

・学習向けに開発された「スクラッチ」、「JointApp」といったプログラミング言語を使用し、小学生を対象に

プログラミング教室を通年または短期集中で開催します。 

・状況により、プログラムだけではなく、ロボットの組み立てや３D プリンタの制御など、最新技術に触れる

ことで、地方にいても都市部とそん色のない学習環境を整えます。 

・また、指導者の養成や中学、高校でのステップアップ学習など、全世代に向けた展開を目指します。 

・これらの活動を通じて IT産業の発展に寄与できる人材の育成に努めるとともに、町にあっては新たな産

業として雇用創出が期待できます。 

・さらに、これらの先端的な取組を通じて、ディジタルデバイド（情報格差）や情報弱者といった格差の是

正に資することができます。 

 

４．コスト・予算等 

     

５．デメリット 

 

６．スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提 案 書 
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プロジェクト名：夏期限定！！お化け屋敷で地域活性化プラン  

１．ねらい・目的 

お化け屋敷というと子ども向けのものというイメージがあるが、近年、大人向けの物語性のある

お化け屋敷が話題となっている。大人向けお化け屋敷のプロデューサー五味弘文氏が、東京・大阪

等の大都市に夏期限定で特設のお化け屋敷を開設し盛況を得ている。最近では、地方都市の地域活

性化にこのお化け屋敷を誘致する取り組みがある。富山県高岡市では、シャッター街となった中心

部の商店街の活性化を模索している地元商工会が中心となって五味氏とタッグを組み、使われてい

ない雑居ビルを夏期限定でお化け屋敷に活用し、周辺の飲食店もお化け屋敷にちなんだ飲食物を販

売して地域の活性化に貢献している。 

 本町でも利用されていない建物を活用し、観光客誘致の起爆剤として夏期限定で大人向けお化け

屋敷を誘致する。 

２．実施事項 

・利用されていない公共施設を期間限定で商工会や民間事業者に貸し出し、お化け屋敷を出店して

もらう。適化法の関係で公共施設が難しければ民間の施設を利用。 

・候補施設として、花園恐竜館（休館中）、旧志賀小学校（廃校）、花園恐竜ランド（民間）が挙げ

られる。 

３．詳細内容 

・各施設のお化け屋敷として活用する際のメリット・デメリット 

  公共施設については、適化法の関係で利用が難しいのは承知していますが、一旦その問題は置

いて、純粋に建物の利用という観点で論じたいと思います。 

 ①花園恐竜館（公共施設） 

  メリット→恐竜の展示施設部分を利用すれば、お化け屋敷の設置は可能。元々展示施設のため、 

       お化け屋敷に最適な環境。また、恐竜館の公園施設を利用して夏期限定のオープン

カフェを併設することもできる。新しい花園ふるさとセンターの指定管理者に運営

してもらえれば集客にも寄与する。 

  デメリット→今ある恐竜の展示物をどうするか。 

 ②旧志賀小学校（公共施設） 

  メリット→廃校ということでお化け屋敷にはぴったりの環境。理科室や保健室、古い講堂を利

用すれば臨場感がある。 

  デメリット→元学校を負のイメージのあるお化け屋敷に改装することは地元や OBの反対に 

        あう可能性がある。 

提 案 書 
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 ③花園恐竜ランド（民間） 

  メリット→本物の洞窟を利用しているため、夏でも涼しいことと、洞窟自体のスリルで迫力満

点のお化け屋敷となる。 

  デメリット→民間事業者の施設であるため、経営者の同意が必要。恐竜ランド自体の経営状態 

        が良くなければ話に乗ってくるかもしれない。 

 

４．コスト・予算等 

・お化け屋敷については五味氏の会社が費用を 

 持つはずだが、誘致にどの程度費用がかかる

かは不明。 

５．デメリット 

・役場が主体となってお化け屋敷を誘致すること

はできないので、商工会等の団体に働きかける

必要がある。誘致に直接税金を支出するのは難

しいので、実施主体者（商工会等）に補助金を

支出できるかが課題。 

６．スケジュール 

・未定 
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プロジェクト名：健康ひとづくりプロジェクト  

１．ねらい・目的 

 健康寿命日本一実現のために、職員・住民一人一人の健康づくり意識を高める 

 福祉センタージムにおける体力測定実施人口増加 

体力測定における町内平均体力年齢アップ 

２．実施事項 

１｜現在様々な取り組みがなされている健康に関する事業の周知方法の工夫。 

２｜職員自ら取り組むことで、事業への本気度・説得力を高める。 

３．詳細内容 

１｜現在様々な取り組みがなされている健康に関する事業の周知方法の工夫。 

現在、各種健康診断や体力づくり等による町民の健康寿命延伸、健康な体づくりについて、

様々な取り組みがなされておりますが、実施の推進・更なる周知を図ります。 

 

○「なりたい自分を実現する窓口」の設置 

健康に対する質問に対し、食事・運動・生活に横の繋がりをもたせて対応する「なりたい

自分を実現する窓口」を設置します。 

 

例えば住民 Aさんの「８０でも腰の曲がらない体になるにはどうすれば良いですか？」と

いう相談に対し、 

保健師「飲酒は１日１合してください」 

栄養士「食事では塩分は１日６gにしてください」 

運動健康士「運動は１日３０分以上ウォーキングしてください。」 

といったように保健師・栄養士・健康運動士が連携して、食事・運動・生活の各方面からの

アドバイスをし、Aさんのなりたい自分を実現するための計画の作成から改善までのサポー

トします。 

 

計画の作成だけでなく、改善についてもアドバイスを実施することによって 

計画の作成→計画の実践→結果→計画の見直し→計画の実践→・・・・ 

という①計画 ②実践 ③結果 ④改善 の習慣を作ることができます。 

この習慣を Aさんにつくってもらうことで、定期的に達成感を得ることができ、計画の継

続につながり、健康に対する意識がより高まります。 

提 案 書 
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○産業まつりや協働のまちづくりでの体力テストの実施 

健康でいたいという意識はあるが、窓口やジムに行くほど積極的ではないという方には 

自分の現状を知ってもらい、健康に関する興味を持ってもらうきっかけづくりが大切だと考

えます。 

そこで産業まつりや、協働のまちづくりでの健康講座などにおいて体力テストを受けても

らい、その場で健康に関する町事業を紹介することによって、自分の健康に関心をもつ人の

増加を図ります。 

   

２｜職員自ら取り組むことで、事業への本気度・説得力を高める。 

  ○職員の「体力測定」の実施と健康計画の作成 

   まず職員自ら健康に対して関心を持ち、自ら取り組み成功例を作ることで、事業への本気

度・説得力を持たせることが大切であると思います。 

   職員の場合、「健康診断」と「体力測定」の結果等を基に、食事・運動・生活の面から「健

康な自分」の目標を設定し、それを実現するための毎日の計画を立ててもらい、実践します。 

４．コスト・予算等 

○既存の事業を活用するので、大きなコストは

かかりません。 

５．デメリット 

○一度に測定できる人数が限られるので、健康診

断のように一斉に実施することができない。 

 職員ごとに時間を割り振って実施する場合、健

康運動士の拘束時間が長くなってしまう。 

６．スケジュール 

（職員で取り組むスケジュール） 

○職員については、体力測定はすでに実施可能です。１１月に職員に対し、健康診断を実施する

ので、５月に体力測定を実施することで、半年に１度計画を見直す機会を作ることができます。 

○まちプロメンバーについては体力測定を受けて、各自計画を実践しています。 

５月  体力測定の実施 

７月  体力測定結果の通知→計画の作成(見直し)と実践の開始 

１１月 健康診断の実施 

１月  健康診断結果の通知→計画の見直しと実践の開始 

（住民へ取り組みを拡大） 

○産業まつり等のイベント、協働のまちづくり、広報による等で周知して、町民も健康づくりに

参加してもらい、かつらぎ町民全員で健康づくりに取り組みます。 
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プロジェクト名：情報発信の工夫（マンガの活用）  

１．ねらい・目的 

かつらぎ町に来てもらうには、まずかつらぎ町について知ってもらい、興味を持ってもらう必要

があります。 

そのためのツールとして、「親しみ」やすく「イメージ」してもらいやすいマンガをつかって PR

を行います。 

２．実施事項 

マンガのパンフレットの作成 

日本の文化の一つであるマンガは、世界でも高く評価されるなど多くの人々に愛され、男女問

わず幅広い年齢層に訴求することが可能です。 

マンガを使った情報発信を行い、親しみやすいパンフレットを目指します。 

３．詳細内容 

 かつらぎ町のパンフレットは平成２５年に５万部×２種類の計１０万部刷っており、２年弱でこ

の１０万部がはけています。主な配布として、町内では道の駅、町外だと広域協議会関係のイベン

ト・ふるさと納税の特産品配送時に同封で送っているようです。また、道の駅ではパンフレットす

ぐに無くなるほどです。 

 高野山への通り道であり、府県間トンネルの開通からも本町を訪れる人が増えることが予想され

ます。今のパンフレットも人気であるが、新たな要素を加えたパンフレットを作成し、より幅広く

多くの人にかつらぎ町の事を知ってもらいたい。その新たな要素とは「娯楽」です。 

従来のパンフレットは情報を伝える手段として、「写真と文字」をつかって訴求しているが、パ

ンフレットに新たに「娯楽」の要素を追加することにより、より多くの人に訴求することを目指し

て、「マンガパンフレット」を提案します。 

 

◌マンガの効果 

  パンフレット等で情報を伝える際によく見られる形態として写真と文字による構成がありま

す。「かつらぎ町について知りたい！」と思っている人には最後まで読みとってもらえますが、

そうでない人、たとえばふと手に取って見た、たまたま目に入った人には、文字が主体であると

最後まで読みとってもらえないことがあります。しかし、「マンガ」は従来のパンフレットより

も「娯楽」の要素が強いため、敷居が低く最後まで読みとってもらいやすいです。 

 （かつらぎ町のパンフレットを読む、のではなく「マンガを見る」を入口にかつらぎ町を知って 

もらう。） 

 

提 案 書 
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マンガはイメージしやすい媒体であり、またストーリーがあり、物語の中でキャラクターが会

話し、動いている事から、それが疑似体験効果を生み出し、マンガの内容に感情移入しやすく

なっています。つまり、マンガで伝えたいことをキャラクターが体験することで、読み手にも

それを伝えることができます。 

 写真と文字の構成では、パンフレットを最後まで読みとってもらうことは難しいこともあり

ますが、マンガで表現することにより理解度が飛躍的に高まり、興味関心をグッと引き寄せる

ことができます。またマンガは外国でも人気があり、セリフを外国語にすれば、外国の方にも

わかりやすいパンフレットにもなります。そして、面白いと感じてもらうことで、より記憶に

も残りやすくなります。 

また、「読む」と「見る」では情報の処理量に２倍の差があり、「見る」要素が強いマンガは

従来の「読む」要素が強いパンフレットよりも、より理解しやすく、伝わりやすいです。 

 専門的な内容でもマンガにすることで親しみを持ち、最後まで読むことができます。 

 

○差別化 

① 近年、企業や公官庁で、PR のためにマンガを使用するケースが数年前と比較して大幅に

増えています。 

市場に浸透し始めている効果の高いマンガパンフレットを使用することで他市町村との

差別化ができます。 

   

② 絵のタッチ（画風・作画）、キャラクター、マンガの種類等により、他のマンガパンフ

レットと差別化できます。（たとえば、かきおうじ等のかつらぎ町イメージキャラクター

を使う） 

 

マンガのパンフレットなら子どもから大人まで楽しんで見てもらえる。また、文字主体のものよ

りも分かりやすいという利点があり、外国人の方にもわかりやすく見てもらえる。「楽しめる」・「分

かりやすい」パンフレット（＝娯楽のあるパンフレット）は多くの人にかつらぎ町の事を伝えるツ

ールとなると思います。 

  

４．コスト・予算等 

 パンフレットの形態・ページ数・発行部数・

作成依頼先によって変化。（原稿料＋印刷料） 

５．デメリット 

 ○コマ割りなので紙面上でスペースをとる。 

  →情報を絞る必要がある。 

６．スケジュール 
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プロジェクト名：みんなのマイカープラン 

～みんなで考える、支える、使える、公共交通へ～ 

 

１．ねらい・目的 

 コミュニティバスの活性化を始めとしたさまざまな施策をパッケージで実施します。これにより、利用しやすく将来に

わたり持続可能な公共交通を構築することを目的とします。 

 

 

２．実施事項 

 ①コミュニティバスの利用を促進する 

  ・高齢者の免許返納者を中心に無料券・割引券などを交付します。 

  ・ノーマイカーデーを推進し、職員を始めとして幅広い人の利用を促します。 

  ・公共交通について知る、考える講座を実施し、若年層の啓発に努めます。 

  ・地域での学習会や懇談会を通じて、地域の公共交通に対する意識を高めます。 

  ・観光地等と連携し、バスツアーなどのイベント参加を促します。 

 ②コミュニティバスの隙間を埋める施策を実施する 

  ・コミュニティタクシーや、グループタクシーなどの極小規模な公共交通事業を地域の実情に合わせて実施し、

高齢者等がいつまでも困らず移動できるような新しい交通システムを構築します。 

３．詳細内容 

 ⓪公共交通をとりまく環境 

  今後ますます深刻化する高齢化社会において、いわゆる買い物難民、交通弱者と呼ばれる人々に対して、

公共交通関係の施策を展開し、地域の実情に応じた公共交通の整備が求められています。 

  かつらぎ町が運営しているコミュニティバスは、交通手段を持たない高齢者を中心に、「通院」や「買い物」など

日常の移動手段として非常に重要な役割を果たしています。 

  その重要性は、各種アンケートを見ても日常的に「通院」や「買い物」に利用している、「なくなると困る」といっ

た層が高い割合で存在していることからも明らかです。 

  また、公共交通の確保は長期総合計画の中でも主な取組事項として掲げられており、「快適で潤いのあるま

ちづくり」には欠かせない要素です。 

 

 ①コミュニティバスの利用を促進する 

  ・高齢者の免許返納者を中心に無料券・割引券などを交付します。 

   「交通安全白書」等の統計データから、65 歳以上の高齢者は自動車運転中の事故は増加する傾向にあ

ることが明らかです。安全を願う家族は老いた父母には自動車の運転をやめてほしいと考えていますが、送迎

の負担や移動の代替手段がないことが問題です。 

   この施策では、免許返納者の特典として、コミュニティバスの無料券（割引券）を交付し、自家用車から

公共交通への代替を促進することをねらいとします。 

提 案 書 
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  ・ノーマイカーデーを推進し、職員を始めとして幅広い人の利用を促します。 

   住民の中でもコミュニティバスに乗ったことがない、走っているところを見たことがないという方がいらっしゃいま

す。このような方々にもコミュニティバスを利用していただくため、ノーマイカーデーの推進を提案します。 

   また、ノーマイカーデー運動には町職員にも積極的に参加してもらい、住民の先導役となっていただきます。 

   これにより、コミュニティバスの利用者数増といった直接的な効果に加え、CO2 削減による地球温暖化対策

効果、徒歩の移動に伴う健康増進効果といった副次的な効果も期待できます。 

  ・公共交通について知る、考える講座を実施し、若年層の啓発に努めます。 

   公共交通を守っていくうえで重要なことの一つに、後継者の育成が挙げられます。公共交通の必要性や重

要性を若いうちから身に着けてもらい、公共交通の新たな担い手として啓発・育成に努めます。 

  ・地域での学習会や懇談会を通じて、地域の公共交通に対する意識を高めます。 

   普段公共交通を利用している方はもちろん、利用しない方々にも、学習会や懇談会といった機会を通じて

公共交通について考えるきっかけとしてもらい、地域のニーズに応える公共交通のあり方を官民協働で検討し

ていきます。 

  ・観光地等と連携し、バスツアーなどのイベント参加を促します。 

   コミュニティバスに求められる最も大きな役割は住民の「日常の足」ですが、コミュニティバスという「資産」を最

大限に生かすため、観光地と連携したコミュニティバスのツアーを企画します。 

   これにより、コミュニティバスの活性化だけでなく、コミュニティバスを利用した町全体の活性化が図られ、活力

を生むまちづくりが可能となります。 

  ※これらの施策を通じて、コミュニティバスの利用者を３年間で1.5倍（年間２万人→３万人）とすることを

目標とします。 

 ②コミュニティバスの隙間を埋める施策を実施する 

  コミュニティバスだけでは町内すべての公共交通空白地域を解消するには限界がありますので、問題解決に意

欲的な地域を対象に、コミュニティタクシーやグループタクシー、過疎地有償運送といった新しい公共交通を検

討・実施し、公共交通空白地域の解消に努めます。 

  ・コミュニティタクシーや、グループタクシー、過疎地有償運送などの極小規模な公共交通事業を地域の実情

に合わせて実施し、高齢者等がいつまでも困らず移動できるような新しい交通システムを構築します。 

   コミュニティタクシー・・・地域が主体となって運営される小規模なコミュニティバスで、ワゴン車等で運用されま

す。地域の企業や団体からも協力してもらい、利用促進も恒常的に行われることが実施条件となっているケー

スが多いようです。 

   グループタクシー・・・高齢者等が団体で申請することでタクシー券が交付される仕組みとなっています。一人

で利用することも可能ですが、複数名で利用することで利用料金が著しく下がります。これがインセンティブとな

り、利用者が自然と乗り合わせるよう工夫されています。 

   過疎地有償運送・・・バス会社やタクシー会社も参入していないか極めて不便な公共交通空白地域におい
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て、原則として市町村が主宰する「運営協議会」の合意を得て自家用車で会員制の有償運送を行うもので

す。市町村が直接実施する以外は、一定の要件を満たす非営利法人等のみ運営できます。 

   これらの取組を地域の実情に合わせて検討し、意欲的な地域とともに協働で取り組むことで、誰もが安全

安心に利用できる公共交通を確保し、「住んでみてここがイチバンかつらぎ町」の実現に寄与します。 

４．コスト・予算等 

5,委託料、補助金等（利用者が増えれば増えるほ

どコストダウンにつながるため、利用促進を最優先に

実施し、節減分を新たな取組への原資としたいと考

えています） 

 

５．デメリット 

特になし 

６．スケジュール 

H28・・・ノーマイカーデー、各地域での学習会、若年層への啓発等の実施 

H29・・・新たな公共交通施策の検討 

H30・・・新たな公共交通施策の実施、利用者数目標の達成 
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プロジェクト名：習い事フェスタ  

１．ねらい・目的 

習い事を通して住民の繋がりを深めたり、日々の生活を充実したものにすることで、町の活性化

を目指す。 

町内には習い事教室がたくさんあるが、雰囲気がわからず初めてだと行きにくいため、体験教室

を開催し、習い事を始めるきっかけをつくる。  

 

２．実施事項 

①習い事体験フェスタの開催 

②町ホームページや広報等を活用したＰＲ。 

かつらぎ町習い事ＭＡＰの作成。（教室の雰囲気がわかるようなもの） 

３．詳細内容 

【習い事体験フェスタの開催】 

町内で習い事教室をしている方に協力してもらい、公園等で体験教室を開催する。 

ワンコインで３０分～１時間程度で出来る体験教室を行う。 

例：英会話、ハワイアンダンス、ヨガ、フラワーアレンジメント、料理教室 等 

○ターゲットは主婦だが、子どもと一緒に参加出来るように子ども向けの習い事教室も開催。 

○託児サービスを行い、育児中のお母さんたちにも参加してもらいやすくする。 

４．コスト・予算等 

・広告費 

・人件費 

・外でする場合は仮設テント等借り上げ費？ 

５．デメリット 

 

６．スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

提 案 書 
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プロジェクト名：おしゃれ農家  

１．ねらい・目的 

・ 一昔前の「農業」は、いわゆる「3K 職場（きつい、汚い、危険）」の代名詞のようなイメー

ジがありましたが、2012 年にパルシステム生活協同組合連合会が行った学生 1000 人への農業

に関するアンケートにおいては、農業に興味関心を持つ若者が増加しているとのことでした。

これは、実際の農業体験やテレビ番組（鉄腕 DASH や一人農業）、マンガ（銀の匙）、ゲーム（牧

場物語）等メディアの影響があります。また、東日本大震災や食品偽装問題等の影響で食の安

全への関心が高まりつつあります。 

しかし、都会の人が気軽に土に触れ合ったり、野菜を栽培したりすることは土地事情から難

しく、地方の観光農園で果物の収穫をするか、本格的に農業を始めるかの二択しかありません。

他方、かつらぎ町の農家では高齢化が進み、すべての農地を管理することが難しくなっていま

す。都会のニーズと地方の課題、それらを解決し耕作放棄地の削減及び農業の発展につなげる

ため、町外・県外の方で今まで農業にふれたことのなかった若い世代の人に農業体験ができる

貸し農園を整備し、カジュアルなファッションで手軽に農業を楽しむことができる「おしゃれ

農家」を提案します。 

２．実施事項 

設置施設概要  

・貸し農園→農業初心者には農業指導も行う。週末だけ農園に来る人には、平日の水やりや 

草抜きについて地元の農家や障害者就労支援団体等に有料で作業を依頼する  

ことができる。 

・管理棟 →共用シャワー、共用トイレ、女性用にドレッサーも完備する。 

管理棟には管理人が常駐し、共用の農機具の貸し出しを行う。 

３．詳細内容 

①おしゃれ農家のコンセプト→大きな家庭菜園というイメージ 

農業や自然に触れたことのない人にとっては、快適でない環境で農業を体験するのはハードル

が高すぎます。きれいなトイレ、着替える場所を用意することで、そのハードルを下げることが

できます。このように、今まで農業にかかわることのなかった人たちが加わることで、新たな農

法がうまれたり、今まで使われていなかったような道具を農業に用いるアイデアがうまれたりす

るかもしれません。 

最近では、アウトドアメーカーからワールドウェアシリーズとして農作業向けのものが発売さ

れ、ファッションショーまで開催されており、若者の農業に対する関心が深まってきています。

そこで、整った環境で気軽に農業をできる場を用意することで農業を広めるきっかけになるので

はないかと思います。 

 

提 案 書 
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②おしゃれ農家のターゲット  

都会で働く 20 代 30 代の独身女性や 40 才未満の若いファミリー層に限定する。 

・おしゃれ感を出すために  

 ・企業に協力してもらう  

（妙寺のアウトドアショップ orange に協力してもらいイベントを開催するなど） 

 ・めずらしい野菜を作る講座を開催する→紀北農芸高校に協力を依頼する 

 ・料理教室の開催 

  ・農園で作った野菜を使った創作料理を提供するフェスを開催する。 

  

③かつらぎ町で都会の若い世代向けの貸し農園を設置することのメリット 

  府県間トンネルが開通すると、大阪南部からの交通アクセスが飛躍的に向上します。また、

食と農への関心の高まりから、都市部住民の農業への関心が高まっています。 

都市部で家庭菜園を持つことはむずかしい人が、週末にかつらぎ町に来て農業を行うことが

可能です。週末をかつらぎ町で畑仕事をしながらのんびり過ごし平日は都市で仕事をする。 

将来的な移住へのお試し体験にもなる。 

 

 ★まとめ  おしゃれ農園を設置することで、関係者それぞれにメリット有り 

  農園参加者→農作業を教えてもらえるので、初心者でも気軽に農業体験ができる。収穫した 

        野菜を持ち帰ったり、田舎暮らしに関心があれば予行演習にもなる。 

地元農家 →水やりや草抜きを代行することで収入を得られる。農業の知識や経験を生かして

都会の人と交流ができる。  

障害者団体→水やりや草抜きを代行することで収入を得られる。就労訓練や生き甲斐作りの場

を提供できる。 

かつらぎ町→【短期】都市と農村の交流人口増。また、農産物直売所での農産品購入に繋がる。   

      【長期】田舎暮らしを希望する人にかつらぎ町の良さを実感してもらい、若い世

代の移住・定住に繋げる。  

 

 ※その他関連情報（詳細は別添資料） 

1. 新潟市の事例 

  新潟市では、食と花の推進課が「食と農の学校  週末農業体験教室」を開催し好評を博す。

平成 26 年度は市役所が地元農家に委託、平成 27 年度には指定管理を行い市内全域で実施。 

2. 障害者の就労の事例（産経新聞記事） 

  大阪府岬町では地元の NPO 法人がリモコン農園のシステムを活用。障害者就労継続支援事

業所と共同で農園を運営している。こちらの農園では、スマホで作業の依頼を受け、草抜き

や水やり等の軽作業を障害者が行っている。障害を持った人の収入増や生き甲斐作りの場に

なっている。 
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４．コスト・予算等 

・土地購入費（町有地の場合不要） 

・設計監理費 

・建設費 

・委託料 

５．デメリット 

・管理を誰が行うか。 

→地元自治区や地元農家に委託できれば、都市

と農村の交流に繋がる。 

６．スケジュール 

 ・遊休農地を探す（農面道路沿いの京奈和埋立地や耕作放棄地の多い新城地域が候補） 

 ・貸し農園・管理棟整備工事、指定管理者の選定 

 


